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研究成果の概要（和文）：アメリカ先住民の言語の１つであるヌートカ語のアハウザット方言を対象として、自
然談話データベースの構築拡充を行った。コロナ禍のため現地調査の実施は限られたものの、これまでの研究で
蓄積された自然談話データの文法分析を進め、音声データ・語彙集とリンクさせた基礎資料としてオンラインで
の公開を目指すとともにより広い範囲で活用できるようテキスト集としても刊行を予定している。

研究成果の概要（英文）：A natural discourse database has been constructed and expanded for the 
Ahousaht dialect of Nootka, one of the indigenous languages of North America. Even with the limited 
opportunities of fieldwork due to the epidemic, grammatical analysis of the natural discourse data 
accumulated in previous researches has been proceeded.  The database, linked to audio and vocabulary
 data, is planned to be published online as well as in a text format in order to be able to be 
utilized for various purposes.

研究分野： 記述言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ヌートカ語は他の北米大陸の先住民言語と同じく、急激に進む白人社会への同化の流れに置かれ、消滅の危機に
瀕する。本データベースは言語構造のみならず、失われつつある伝統社会・技術・生活様式などを記述し、現地
コミュニティーでの伝統言語と文化の再活性化に向けて大きく貢献するものである。また自然談話における言語
構造・機能の研究という、近年急速に重要性を増している学術的要請にも応えうるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
(1) アハウザット・ヌートカ語は、カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州南西部バンクーバー

島西岸地域で話されている少数言語で、話者数は数十人ほどの高齢者に限られるという、典
型的な「危機言語」である。言語再活性化に役立てるための基礎言語資料が求められている
が、そうしたニーズに応えられるデータベースは極端に少ない。 
 

(2) ヌートカ語は、複統合性や品詞分類の不明瞭さなど、ヨーロッパやアジアの諸言語とは非常
に異なる興味深い構造的特徴を持ち、その研究は単に個別言語の記述を越えた一般言語学
的な意義を持つ。 

 
(3) 同時に、伝統社会・文化・技術・生活様式・しきたりなどについての解説が含まれた自然談

話資料を整えることで現地コミュニティーにおける伝統言語と文化の再活性化に向けて大
きな貢献が期待される。 

 
(4) 研究代表者と研究分担者は、本研究前に 20 年以上にわたって、ヌートカ語の複数方言の調

査および研究を進め、ヌートカ語諸方言の包括的文法記述・言語活動記録を長期的目標とし
て、テキスト資料分析、文法記述などのプロジェクトを重ねてきた。 

 
(5) 近年の機能主義的言語学を中心とした研究潮流の中で自然談話データに基づく言語構造の
研究は急速にその重要性を増している。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) アハウザット・ヌートカ語の自然談話データベースの拡充： 
 現地調査を通して、多様なジャンルの談話資料を収集し、既存のテキストデータベースの内容
をより拡充させる。 
 
(2) アハウザット・ヌートカ語の文法分析： 
 （1）のテキストデータを、ヌートカ語の特徴である、複統合性、品詞分類など、類型的に稀
有な構造を中心に、必要に応じて現地調査において母語話者の協力を仰ぎながら、その文法分析
をすすめ、データベースに取り込む。 
 
(3) アハウザット・ヌートカ語包括的データベースの構築：   
 (2)の分析で得られた形態素を収録した語彙データベースを構築し、テキストデータおよび補
足情報・音声・画像とリンクさせ、包括的なデータベースを構築する。 
 

(4) 自然な言語の使用のあり方をとらえた資料体の提供： 
本研究の成果をオンラインおよびテキスト集の形で公開することにより、近年急速に重要性

を増している自然談話の構造に関する研究や言語再活性化のための教材作成など、幅広い範囲
の研究・社会活動に活用できる基礎資料を提供する。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 現地調査： 
 研究期間の毎年度夏季に約 1 カ月の現地調査を行う（研究当初の予定）。調査は、カナダ、ブ
リティッシュ・コロンビア州、バンクーバー島のポートアルバーニにて行う。現地調査において
は、母語話者と面談を行い、録音・デジタル化された音声資料を聞いてもらい、その書き起こし
および翻訳・文法分析に協力を得る。同時に、新たな自然談話データ（物語や会話などの自然発
話）の収集・録音・録画、さらに、文化・社会的背景を調査・記録するためのインタビューを行
う。 
(2）包括的データベースの構築： 
 テキスト資料、文法分析、音声データ、語彙データを相互リンクし、包括的データベースの構
築を目指す。 
 



 
 
 
３．研究成果 

 
(1) 研究第 2 年度目の 10 日間（8月 5 日～8月 15 日）にわたり、カナダ、バンクーバー島およ
び言語系統的に関係の深いアメリカ合衆国ワシントン州のマカ―族の地にて、現地調査を行っ
た。現地では、母語話者や博物館関係者の協力のもと、すでに分析が進んでいるデータの文化的
背景および分析内容の確認を行った。 
 
(2) コロナ禍のもと、研究第 3 年度目以降の現地調査はかなわなかったが、収集・書きお
こし済みの自然談話データの分析をすすめ、文法分析を加えたテキストデータ、音声データ、語
彙集をリンクさせ、包括的データベースの拡充を行った。 
 
(3) 本研究で分析・処理を行った自然談話資料は、伝説、昔話、歴史的な出来事についての語り、
伝統社会・文化・技術・生活様式・しきたりの説明など多岐にわたり、これをデータベース化す
ることで、言語研究のみならず、伝統社会・生活、地域の歴史などに関する研究、および現地コ
ミュニティーでの伝統言語・文化の再活性化など、広い範囲での研究・活動に活用されうる知的
資源の蓄積という大きな成果をあげることができた。 
 
(4) 研究最終年度の 1 月にはアメリカ、カリフォルニア大学サンタバーバラ校での国際シンポ
ジウムに参加し、自然談話データを用いた文法研究に関して意見交換・議論を行った。 
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